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知的障害児の ドッ ト
ー 数字の 見本合わせ に お ける

　　　　 害字力 ウ ンテ ィ ン グの 指導効果

高橋 　甲介 ・
野呂　文行

　音声に よ る カ ウ ン テ ィ ン グが 困難な知的 障害児 2名 （A児 お よびB児） を対象 に 、

ドッ トの 1 つ 1 つ に数字 を順番に書 き込ん で い く書字に よ る カ ウ ン テ ィ ン グ を指導

し、 ド ッ トと数字の 見本合 わせ 課題 にお ける効果 を検 証 した 。 そ の 結果A 児にお い て

は、見本合わせ 課題 を行 う際に 、 書 き込ん だ数字の うち最後に書い た数字を事前 にプ

ロ ン プ トする 、 またはその プ ロ ン プ トの 提示 を徐 々 に遅 らせ て い く手続 きに よ り、正

し く見本合わ せ を行うこ とが可能に な っ た 。 B児に おい て は 、 書字に よる カ ウ ン テ ィ

ン グをする際 に 、 間違 い が しば しばみ られ て い た数字に つ い て 事前に プ ロ ン プ トする

こ とに よ り、正 し く見本合 わせ を行 うこ とが 可能にな っ た。これ らの 結果は、カ ウ ン

テ ィ ン グ ス キ ル の 課題分析、書字カ ウ ン テ ィ ン グ の 指導お よび その 付加的な プ ロ ン プ

ト手続 きの 有効性を示す もの と考え られ た 。

キ
ー ・

ワ
ー ド：カ ウ ン テ ィ ン グ 　見本合 わせ 　知的障害

1．問題 と目的

　数概念 は 、 金銭操作 や時計の 理 解な ど 、 日常

生 活の あ らゆ る場 面で 必 要とされ る概 念で あ

り、知的障害児の 指導にお い て も重要な領域 の

1 つ で ある 。 従 っ て 、知的障害児者 を対象 に 、

数概念に 関す る発達や様 々 な指導法が これ まで

検討 され て きた 。 こ れ らの 主な指導で は、数詞

と数字 、 具体物 と数字、具体物 と数詞の 対応

関係 の 成立 が 指導の 目標 とさ れ て い る （Gast，

VanBiervliet
，
＆ Spradlin，1979；柘植，1996）。

　以上の ような関係性 の うち、あ る具体物 （集

合）の 数に対応 した 数字や 数詞 を把握する た め

に は、サ ビ タ イジ ン グや カ ウ ン テ ィ ン グ とい っ

た方略が用 い られる （赤塚 ，
2007）。 サ ビ タ イジ

ン グ とは、少な い 集合 の 数 を即座 に把握する知

覚的なプ ロ セ ス で ある （Camos ＆ Freeman，2001）。

しか し、 こ の 方略は集合の 数が 多い 場合 に は 、

筑波大学大学院 人 間総 合 科学 研 究 科

正 確にそ の 数を把握する こ とが困難に なる 。

一

方、カ ウ ン テ ィ ン グ とは、ある集合 の 項 目に系

列的 な数詞 を順 々 に つ けて い く操作 であ り、厳

密 な量 的判断をす る上 で 最初 の ス テ ッ プで ある

（次良丸 ，
1995）。こ の 方略 は、数え る もの の 数

が多 くなる に従 っ て 時間が か か るが、正確な数

の 把握が 可能 となる 。 カ ウ ン テ ィ ン グ は、日常

生活の 中で も使用頻度の 多い 重要なス キ ル であ

る 。

　 しか し、 知 的障害児にお い ては、 しば しばカ

ウ ン テ ィ ン グが困難なた め に、事物の 集合操作

に 困難 を示すこ とが知 られ て い る （寺 田，1967）。

また、障害の ない 幼児で は、
“
数える こ と （count −

ing）
”

の 方が
“
数字の 扱い （numeral 　 use ）

”
よ り

も先行 して獲得されるが 、 知的障害児の 場合は 、

“
数字の 扱 い

”
の 方が 先行する との 報告もある

（Spradin，　Cotter，　Stevens， ＆ Fnedman ，1984）。 知

的障害児や 自閉症児の 指導に広 く用 い られて い

る応用行動分析学で は、数概念 は主 に刺激等価
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性の 成立 とい う観点か ら分析 ・指導され て きた

（柘植 ，
1996）。 しか し、こ れ ま で カ ウ ン テ ィ ン

グと い うス キル につ い て は 、 先に述べ た ような

困難が ある に も関わ らず、応用行動分析学の 観

点か ら分析 ・指導 した研 究はほ とん ど存在 しな

い o

　 Gelman ＆ Gallistel （1978）は、カ ウ ン テ ィ ン

グ能力 を支配する 5 つ の 原理 を提唱 した 。 5 つ

の 原理 とは 、   1対 1対応の 原 理 （1 つ の 項 目

に数詞 を 1 つ 割 り当 て る こ と）、  安定順序の

原理 （数詞が 安定 した順序で 配列 され る こ と）、

  基数の 原理 （ある集合 を数 えた場合 に，最後

の 数詞が その 集合 の 数の 大 きさ を示すこ と）、

  抽象の 原理 （  〜  の 原理が どの よ うな配列

あ る い は種類の 集合 に も適用で きる こ と）、  

順序無関係 の 原理 （ある集合の 項 目をどの よう

な順序 で 数え よ うと数は
一

定で あ る こ と）、で

ある 。 以 上 の こ とをふ まえ 、 ドッ トを見本刺激、

数字を比較刺激 と した見本合わせ 課題 にお ける

カウ ン テ ィ ン グ
・
ス キル を課題分析する と 、 大

きく以下 の 2 つ の ス キ ル が考 えられた ： 1 つ め

は、 ドッ ト 1 つ 1 つ に数記号 （数詞や 数字）を

順番 に
一対 一

対応 させ る ス キ ル （以 下，ス キル

1 とす る）であ り、 2 つ め は正 し い 順序で 一対

一
対応 させ た数記号の うち最後の 数記号 と同

一

また は等価 な数字 を選択する ス キ ル （以 下，ス

キル 2 とする）で ある 。 ス キ ル 1 は Gelman ＆

Gallistel（1978 ）の 「
一

対
一

対応 の 原理」 や

「安定順序の 原理 」の 理 解 に対応 し、ス キル 2

は 「基 数の 原理 」の 理解に対応 する と考 え られ

る。

　本研究で は、こ の よ うな課題分析に基づ い た

指導を行 い 、 その 指導効果を観察す る こ とに よ

り、こ れ らの課題分析の 妥当性 を検討する こ と

を目的の 1 つ と した 。 具体的に は 、 ドッ トと数

字の 見本合わせ 課題に お い て 、 対象児の ス キ ル

1 お よび ス キ ル 2 の 実態 を把握 し、 そ れ ぞれ 、

また は両方に つ い て 指導する こ と に よ り、見本

合 わせ の 正 答率が向上 するか検討 した 。 例 えば、

ドッ ト上に数記号 を正 しい 系列で 当て はめ る こ

とが可能で ある に も関わ らず数字の 選択 を誤答

する場合は、ス キ ル 2 に つ い て指導す るこ とが

有効で ある と仮定 され る 。 また 、 ドッ ト上 に 数

記号 を正 しい 系列で当て はめる こ とは困難で あ

るが 、最後に 当て はめ た 数記号 に対応 した数字

の 選択 を行 っ て い る場合は 、 ス キル 1 に つ い て

指導する こ とが 有効で ある と仮定され る 。 また

そ の 指導 の 際、反応 の 前に正答の ヒ ン トとな る

プ ロ ン プ ト刺激 を提示 し、高い 正 答率に応 じて

プ ロ ン プ ト刺 激 を 撤 去 す る エ ラ
ー レ ス 学 習

（Etzel＆ LeBlanc
，
1979）の 方略 に つ い てその効

果を検討 した 。

　本研究で は、音声モ ー ドに よ る カ ウ ン テ ィ ン

グ （以 下，音声に よるカ ウ ン テ ィ ン グ と呼ぶ ）

の 使用や 学習が 困難な知的障害児 2 名を対象 と

した。 従 っ て 、通常とは異 なる モ ー ドの カ ウ ン

テ ィ ン グ指導を行い 、そ の 効果 を検討す る こ と

を研 究 の 目的 の ユつ と した 。 通常 カ ウ ン テ ィ ン

グ とは、集合の 項 目を音声で 数え上げる こ と を

指すが 、 本研究 で は集合 の 項 目上 またはそ の 近

くに数字 を書 く操作を指導 した 。 こ の ような操

作 を本研究で は書字モ ー ドに よる カ ウ ン テ ィ ン

グ と定義 した （以下 ， 書字 に よる カ ウ ン テ ィ ン

グ と呼ぶ ）。書字 に よ る カ ウ ン テ ィ ン グ を導入

した理由は以 下 の 3 つ で あ る 。 1 つ めは、対象

児の 1 名が 、 明瞭な音声表出に 困難が み られ た

た め で ある 。 従 っ て 、 通常の 音声に よる カ ウ ン

テ ィ ン グ の代替方法として 、 書字 に よるカウ ン

テ ィ ン グ の 効果が 検討 された 。 2 つ め は 、 書字

に よる カウ ン テ ィ ン グを指導す る 方が、音声に

よる カ ウ ン テ ィ ン グ を指導する よ りも、指導経

緯が 視覚的に明確で あ り、 対象児 に とっ て よ り

理解 しやす い と考えられたか らで ある 。 3 つ め

は 、刺激等価性 の 観点か ら、ある 1 つ の モ
ー

ド

で の 学習が他の モ
ー ドの 学習へ と転移する可能

性 が先行研究に よ っ て 示 され て お り （野呂 ・山

本 ・加藤，1992）、従 っ て 、 書字に よ る カ ウ ン テ

ィ ン グ の 指導効果が音声 に よ る カ ウ ン テ ィ ン グ

に お い て も転移する可 能性が考え られ る ため で

ある 。 明瞭な音声表出が可能な 1名の 対象児に

お い て は こ の よ うな転移 の 可 能性 も検討さ れ

た 。
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知 的 障害 児 の ドッ ト
ー
数字 の 見本合 わせ に お ける 書字 カ ウ ン テ ィ ン グの 指導効 果

皿．方　法

　 1．対象児

　知的障害の ある 2 名の 女児児童 を対象 と した

（以下 ， A児 ，
B 児 とする）。

　A 児 は小学校 4 年生 で 、 地域の 小学校の 特別

支援学級に在籍して い た 。 指導開始時の 生 活年

齢 は 9 歳 9 ヶ 月で あ っ た 。 A 児は、幼児期 に医

療機関 に お い て 広汎性発達障害の 診断 を受 けて

い た 。 生活年齢 9歳 5 ヶ 月時 に測定され た 田中

ビ ネ
ー
知能検査 V で は 、 精神 年齢 は 2 歳 9 ヶ 月、

知能指数は29で あ っ た。A 児は、い くつ か の 単

音お よび短 い 単語 の 音声表出が 可 能で あ っ た

が、明瞭に発音するこ とに困難な様子がみ られ

た 。 A 児か らの 主 な コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン方法 と

して は 、 短 い 発声や ジ ャ ス チ ェ
ー

、 指 さし 、 ク

レ
ーンな どで あ っ た 。

一
方、理解に つ い て は 2

語文程度の 音声理解が可能で 、日常的な指示等

は音声の み で 行われて い た 。 A 児は、 1 〜10程

度の 数で あれ ば 、 数詞 を聞い て対応する数字 を

選択 した り書字 した りす る こ とが 可 能で あ っ

た 。 また 、紙 に印刷 され た ドッ トの 1 つ 1 つ に

対応 させ て、 1か ら10まで 、 ドッ トの 近 くに 数

字 を順番に書 くこ とが可能 で あ っ た。音声に よ

るカ ウ ン テ ィ ン グ に 関して は、 ドッ ト等を声に

出 して 数えよ うとす る様子はみ られた が 、 その

正 誤 を外的に判断す るこ とは難 しか っ た 。 本研

究に先立 っ て 、ド ッ トと数字の 関係性 に つ い て 、

主に見本合わせ や音声に よ る カ ウ ン テ ィ ン グ を

中心 と した指導を長 期間行 っ て い たが獲得に困

難がみ られて い た 。

　B 児は小学校 6 年生で 、地域 の 小学校 の 特別

支援学級 に在籍 して い た 。 指導開始時の 生活年

齢 は 12歳 4 ヶ 月で あ っ た 。 B児は 、医療 機関 に

お い て ダ ウ ン 症の 診断 を受けて い た 。 生活年齢

12歳 2 ヶ 月時に実施 した田 中ビネー知能検査 V

で は、精神年齢 3 歳 8 ヶ 月 、 知能指数は 30で あ

っ た 。 B 児は音声に よ る コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン が

可 能で あ っ た 。 B 児は、事前の ア セ ス メ ン トに

お い て 、 1 〜10の 数で あれ ば、数詞 を聞 い て 対

応す る数字を選ぷ こ とや 、 数字を見て 対応す る

数詞 を言 うこ とが可能で あ っ た 。 さ らに、 1 〜

10まで の 数を書字する こ と も可能で あ っ た 。 し

か し、ド ッ トを見て対応す る数字 を選ぶ こ とや 、

数詞 を言 うこ とは 困難で あ っ た 。 また 、 数字や

数詞 に 対応 した 数の 具体物 （碁石）を取る こ と

も困難で あ っ た 。 音声に よ る カウ ン テ ィ ン グ に

関 しては、 ドッ ト等 を指 さ ししなが ら数詞を言

うこ とは可能で あ っ たが 、適切 な順番で 数詞を

言 うこ とに困難な様子が み られ た 。 本研 究に 先

立 っ て 、音声に よる カウ ン テ ィ ン グの 指導 が行

われて きたが 、 獲得 に困難が み られ て い た 。

　 2．指導期間および場面設定

　A 児 にお い て は 、X 年 5 月か らX年 8 月 まで

の 計 11 セ ッ シ ョ ン 、大学の プレ イル ーム にお

い て原則 として週 1回指導を行 っ た 。 B 児にお

い て は 、X 年 n 月か らX ＋ 1 年 3 月 まで の 計 1

6 セ ッ シ ョ ン、B 児 が在籍する 地域 の 小学校内

の 特別支援教室内で 週 1〜 2 回指導 を行 っ た 。

指導時間は 1 セ ッ シ ョ ン 10分程度で 、 机 をはさ

んで指導者と対象児が対面 して着席 し、個別形

式で行 っ た 。

　 3．教　材

　本研究で は 1か ら10まで の 数の ド ッ トお よび

数字 カー ドを用 い た 。 ドッ トは 、A4 用 紙 1枚

に 、 1種類の 数 に対応する ドッ トが印刷 された

もの を用 い た （以下 ，
ド ッ トプ リ ン トとする）。

ドッ トは直径14mm の 灰色の 円で 、 ドッ トの 配

列 は市販 され て い る 「くもん式の かず カ ー ドー

0 歳か ら」（くもん出版 1991）にな ら っ た （以

下 ，
A 配列 と呼ぶ ）。 「4 」 「5」 の 数の ドッ トに

つ い て は、 ドッ トが 2 列 に 配置され た異 なる配

列 の ドッ トプ リ ン トが他 に 1 種 類用意 され た

（以下，B 配列 とい う）。数字カ ー ドは 3cm × 3

cm の 白色 の 厚紙 に 、 黒色で 1 〜 10まで の 数字

それぞれが 1 つ ずつ 印字 された もの を用 い た 。

こ れ らの 刺激カ
ー

ドは、刺激提示用の 台紙 （以

下，台紙 とする ）に マ ジ ッ クテ
ープ で 固定され

た 状態で 提示 され た。 台紙は 、 数字カー ドを 5

枚提示す る もの と10枚提示する もの の 2 種類が

用意 された 。 5 枚提示する台紙 は、数字 カー ド

5枚を 1 列に提示する こ とがで きた 。 10枚提示

する台紙 は 、 数字カ ー
ド 5 枚 を 2 列提示する こ
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とがで きた 。

　 4 ．手続き

　 1 か ら 10まで の 数 に つ い て 、 ドッ ト （見本刺

激）に 対応す る数の 数字カ ー ド （比較刺激）を

選 択する見本合わせ 課題 を行 っ た 。 A 児に お い

て は選択肢 の 数 は 5 、 B児 に お い て は選択肢の

数は 10で見本合わせ 課題 を行 っ た 。 すべ て の 指

導期にお い て、比 較刺激の 提示位置 は
一

定で あ

っ た （選択肢が 5 の場合 は，左か ら 1〜 5
， もし

くは 6 〜10の 順 に なる よ うに提示 した 。 選択肢

が 10の 場合 は，1列 目は左 か ら 1 −一
　5，2列 目は

左か ら 6 − 10の 順 に なる よ うに提示 した）。 本

研究で は、見本刺激の提示か ら比較刺激の 選択

まで を 1試行 と定義 した 。 1 ブ ロ ッ ク は、A 児

にお い て は 5 試行、B 児 に お い て は 10試行で 構

成され た 。 ブ ロ ッ ク内で は、指導の 対象となる

数の ドッ トプ リ ン トが 1 試行ず つ 、ラ ン ダ ム な

順序で提示 された 。 見本合わせ 課題の 正 反応は 、

ド ッ トに 対応 した数字を選択 し、指導者に手渡

す こ と と定義 した 。 正反応は、すべ て の 指導期

にお い て、言語賞賛や ハ イタ ッ チな どで 強化さ

れた 。

　（1） ベ ース ラ イン   ：A 児で は 1 〜 5 の 数に

つ い て 、 見本合 わせ課題 が行われ た 。 指導者は

ド ッ トプ リ ン トをA 児の 注意を よ く引 い た状態

で提示 した 。 その 後、数字カ
ー

ドが 5 枚貼 ら れ

た台紙 を提 示 し、選択を求め た 。

一
連の 手続 き

の 中で 、 ド ッ トプ リン トに対 して A児 に音声に

よる カ ウ ン テ ィ ン グや 指 さし等の 反応 を求め る

こ とは行わ なか っ た 。 誤反応の 場合 は 、 指導者

は 「ブー」 とフ ィ ー ドバ ッ ク を行 い 、 A 児が選

んだ数字 カ ー ドを台紙に戻 した 、 その 後、正 し

い 数字 カ ー
ドを指導者が 指さ しする プ ロ ン プ ト

付 きで再試行 を行 っ た 。

　B児で は 1 〜10まで の 数 に つ い て 、見本合わ

せ 課題が 行われた 。 指導者は ドッ トカー ド提示

後 、 B 児 に音声に よる カ ウ ン テ ィ ン グ を求め た 。

その 後 、 音声に よ るカ ウ ン テ ィ ン グ の 正誤 に関

わらず 、指導者 は数字カー ドが 10枚貼 られた台

紙 を提示 し、選択 を求め た 。 誤反応 の 場合 は、

指導者は 「ブー」 とフ ィ ー ドバ ッ ク を行 い 、B

児が選ん だ数字カー ドを台紙に戻 した 。 カウ ン

テ ィ ン グを間違 っ た場合 の 誤 反応 に対 して は 、

その 後指導者が 、 ドッ トを指さ ししなが ら音声

に よる カ ウ ン テ ィ ン グ の モ デ ル を示 し 、 B 児に

模倣 をさ せ る修正手続 きを行 っ た。B児が こ れ

を正 し く模倣で きた ら 、 再 び台紙 を提示 し、数

字 カー ドを選択 させた 。 こ の 時数字 カ
ー ドの選

択 に関 して は、特に プロ ン プ ト等は行われ なか

っ た 。 音声 に よる カ ウ ン テ ィ ン グを正 しく行 っ

た後や 、音声 に よ る カ ウ ン テ ィ ン グ の 修正試行

で正 し く模倣する こ とがで きた後 に、数字 カー

ドの 選択 を間違 っ た場合 の 誤反 応 に対 して は、

A児 の 誤反応 時の対応 と同様の 修正 手続 きを行

っ た 。 こ の フ ェ イズ におい ては 、 ドッ トプ リ ン

トは配列 A の もの を用 い た 。

　 （2）書字に よる カ ウ ン テ ィ ン グ  ：ドッ トプ

リ ン ト提 示後 に 、指導者は 対象児 に 鉛筆を手渡

し、 ドッ ト 1 つ 1 つ に対応 させ て 、数字を正 し

い 順番で 書くよ うに求め た 。 その 際 、 指導者は

「か ぞ え て」や 「せ 一の 」 などの 言語 指示を行

っ た 。 対象児が カ ウ ン テ ィ ン グを 間違 えた場合 、

指導者は 「ブブー
」 と言い なが ら間違 っ た数字

を消 し ゴ ム で 消し 、 正 しい 数字 を口頭 で伝える

修正手続 きを行 っ た 。 書字 に よる カ ウ ン テ ィ ン

グ の 導入直後 は 、 指導者 は対象児に数字を書 く

場所 （ドッ ト上 またはそ の 近 く）を指 さ しで 伝

えた。これ らの 指 さ しは段 階的に減ら され て い

っ た 。 対象児がす べ て の ドッ トに対応 させ て 数

字 を正 しく書 くこ とが で きた後 、 指導者は数字

カ
ー

ドが貼 られ た台紙 を提示 し、 選択 を求めた 。

数字の 選択 が誤 反応 で あ っ た場合、指導者は

「ブ ブー」と フ ィ
ー ドバ ッ ク を行 っ た後 、 対象

児の 選ん だ数字 カ ー ドを台紙 に戻 した。そ の 後、

対象児の 書字 に よる カウ ン テ ィ ン グ時に書い た

最後の 数字 を 、 指導者が指さ しするプ ロ ン プ ト

付 きで再試行を行 っ た 。 指導の 対象 となる数や

選択肢の 数 、 ドッ トの 配列は、ベ ー
ス ラ イ ン 

と同様で あっ た 。

　 （3）即時プ ロ ン プ トお よび プ ロ ン プ ト遅延 ：

こ の 手続 きは書字 に よ る カ ウ ン テ ィ ン グ  で 、

A 児の み に実施 された 。 これ らの 手続 きは、対
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象児の 書 い た 「最後の 数字」を弁別刺激 とした

数字カー ドの 選択を促すため に行 われた 。 即 時

プロ ン プ トで は、対象児が書字に よる カウ ン テ

ィ ン グ を正 し く行 っ た直後 、 数字 カー ドの 選択

を求め る前に 、 指導者は対象児の 書 い た最後 の

数字を指 さしプ ロ ン プ トした 。 こ の よ うな即時

プ ロ ン プ トの 提示は、プ ロ ン プ ト付 きで 数字 カ

ー ドの 選択が 、 高い 正反応率で安定する （2 ブ

ロ ッ ク連続で 100％の 正 答率） まで続 けられ た 。

即 時プ ロ ン プ トで高 い 正答率が安定 した後 、 数

字カ ー
ドの 選択前の プ ロ ン プ ト提示 を段階的に

遅延 させ て い くプ ロ ン プ ト遅 延 手続 き （Mat −

son
，
　Sevin

，
　Fridley

，
＆ Love

，
1990）を行 っ た。プ

ロ ン プ トの提示 は 3 試行連続正 答で 約 2 秒ずつ

遅延 された 。 こ れらの 手続 きは 、 プロ ンプ トな

し （つ ま り，
プ ロ ン プ トが提示され る前に数字

を選択す る こ と）で高 い 正答率が安定する （2

ブ ロ ッ ク連続で 100％ の 正答率） まで 続 け られ

た。

　 （4）なぞ りプ ロ ン プ ト ： こ の 手続きは書字 に

よ るカ ウ ン テ ィ ン グ  で 、B 児の み に実施 され

た 。 なぞ りプ リン トは 、 後述する ような エ ラ
ー

パ タ
ーン の た め 、 数字に よ る カ ウ ン テ ィ ン グ を

行 う際に 間違 い やす い 数字 の 記入 を事前に促す

ため に導入 され た 。 な ぞ りプ ロ ン プ トで は、 ド

ッ トの 配列が 1列の 場合は
一

番左、 2列 の場合

は
一番左上の ドッ ト、 ドッ トが 1 つ の 場合は そ

の ド ッ ト、 の 約 1cm 上 に 、 灰 色の 数字で 「1 」

とプ リ ン トされ た ドッ トプ リ ン トを見本刺激 と

して 用 い た 。 対象児は書字 に よる カ ウ ン テ ィ ン

グ を行う時に、は じめ に こ の 「1」 の 数字 を鉛

筆で なぞ る こ とが 求め られ た 。 なぞ りプ ロ ン プ

トの 導入直後 は、指導者は 「1 」の 数字 をなぞ

る よ うに 指さしや 声か けなどの 促しを行 っ たが、

こ れ らの 促 しは段階的 に減 らされて い っ た 。

　 （5）間接音声 プ ロ ン プ ト ： こ の 手続きは書字

に よる カ ウ ン テ ィ ン グ  で 、 B児 の み に実施さ

れた 。 また、音声プ ロ ン プ トは 、 なぞ りプ ロ ン

プ トと平行 して行 われた 。 間接音声 プ ロ ン プ ト

は、後述す る よ うなエ ラ
ーパ タ ー ン の た め、数

字 に よる カ ウ ン テ ィ ン グを行 う際に間違 い やす

い 数字の 記入を 、 事前に促すため に導入 された 。

間接音声 プロ ン プ トは、 6以上の 数の ド ッ トを

書字に よ る カ ウ ン テ ィ ン グする際 に行わ れ た 。

間接音声 プ ロ ン プ トで は 、 指導者は 、 対象児が

書字に よ る カ ウ ン テ ィ ン グで 5 の数字を書 い た

直後 、 「5 、 次 は ？」 と、す ぐに次 の 数字を書

くよ うに 音声で プ ロ ン プ トした 。

　 （6）ベ ース ラ イ ン  ：ベ ー
ス ラ イ ン   と同様

の 手続 きを行 っ た 。

　 （7）書字 に よるカ ウ ン テ ィ ン グ  ：こ の 手続

きは A 児の み に行わ れ た 。 こ の フ ェ イ ズ で は

「4 」 「5 」 の 数に つ い て、 ドッ トの 配列B を用

い た。それ以 外の 手続 きは書字に よる カ ウ ン テ

ィ ン グ  と同様で あ っ た 。

　 （8） ベ ース ラ イン   ：こ の 手続 きは A 児の み

に行 われた 。 こ の フ ェ イズ で は 「4」 「5 」の

数につ い て ド ッ トの 配列B を用 v丶 33ブ ロ ッ ク

目で は 、 誤反応時の 再試行の 際に 書字に よる カ

ウ ン テ ィ ン グ を行 っ た 。 それ 以外の 手続 きはプ

ロ
ーブ  と同様 で あっ た 。

　 （9） ベ ース ラ イ ン   ： こ の 手続 きはA 児の み

に行わ れ た 。 こ の フ ェ イ ズで は 6 〜10の 数に つ

い て見本合わせ 課題が行 われた 。
つ まり、 見本

刺激や 比較刺激 として、 6 〜10の ドッ トプ リン

トや 数字カー ドが 用 い られた 。 そ れ以 外の 手続

きは 、
ベ ース ラ イン   と同様で あ っ た 。

　 （10）書字 に よ る カ ウ ン テ ィ ン グ   ： こ の 手

続 きは A 児の み に 行われ た。 こ の フ ェ イズ で は

6 〜10の 数 に つ い て 見本合 わせ 課題が 行われ

た 。 そ れ以外 の手続 きは 、 書字 に よる カ ウ ン テ

ィ ン グ  と同様で あ っ た 。

　 （11） ベ ース ラ イ ン   ：ベ ー
ス ラ イ ン   と同

様の 手続 きを行っ た。

　 5．従属変数

　従属変数は 、   見本合わせ 課題の 正答率、 

音 声お よび書字 に よ る カ ウ ン テ ィ ン グ の 正 答

率、と した 。 カ ウ ン テ ィ ン グの 正反応 は 、 ドッ

トの 数 に対応 した数まで数詞お よび数字を適切

な順番で 生成で きる こ とと定義した ， 正答率は、

ブ ロ ッ ク内の 正答試行数をブ ロ ッ ク の 全試行数

で 除した もの と定義 した。
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白抜 きで 丸の マ
ー

カ
ー

が カ ウ ン テ ィ ン グ （計 数 ），黒 く塗 りつ ぶ され た 四 角 マ
ーカーが カ ウ ン テ ィ ン グ 修

正 後の 見本合 わせ 課題 の 正答率 で ある．また，白抜 きの 四 角マ ーカーは ， カ ウ ン テ ィ ン グ修正前の 見本合

わせ 課題 の 正 答率 で あ る。

一 178一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

知的障害児 の ドッ トー数字の 見本合 わせ に お ける 書字 カ ウ ン テ ィ ン グの 指導効果

（
3）
樹
坤
H

100908070

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 − ●一見 本 合 わ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 せ （1〜3）6050

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 −e 一見本合わ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 せ （4〜5）
4030

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
−

◆
一

見本合わ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 せ （6〜8）
20
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 − 0一見本合わ
10

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 せ （9〜10 ）

　 O

　 　 O123456 　 　 　 16171819202122232425262728293031323334353637383940

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 BLOCK 　OF 　5　TRIALS

　　　　　Fig．3　A 児の ドッ ト
ー数字の見本合わ せ 課題に お ける数の セ ッ ト毎の 正答率

黒 く塗 りつ ぶ さ れ た 四角は 1〜3の セ ッ ト， 白抜きの 丸は 4 〜5の セ ッ ト，黒 く塗 りつ ぶ され た三 角形 は

6 〜8 の セ ッ ト，白抜 きの ダ イ ヤ は 9 〜10の セ ッ トに お け る 見本合わせ 課題の 正答率を示 して い る．

BL1 書 字によるカウンティング  　 　 BL2

●　　■一■一●

　　　書 字 

■一●一●　　●一●

BL3

　 ●

BL4 書 字  BL5

即
時
プ
口

ン
● プ

ト

● 　 　 　 　 　● ● ◆ ◆

お

よ

び
プ

●
・

● ● 甲
／

● ◆ ◆
凸◆

プ
ト

遅

延

00000000000098765432

寸

（
ざ）
儺
麺
H

BLI

◆一◆   ●

港織

・

テ
ぞ

ン

な−
−−
−−
−

−

−−−

加るは
駕

1●

ー
●

BL2

◆

◇

一〇一書 字による

　 　 カウンティング

　　 （1〜5）

一
●
一書 字に よる

　 　 カウンティング

　　 （6〜10）

→ 一音 声による

　 　 カウンティング

　 　 （1〜5）

一●一音 声による

　 　 カウンティング

　 　 （6〜10）
　 0123456789101112t314151617181920212223

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 BLOCKOF 　IOTRIALS

　　　　　　Fig．4　B児の 課題 中 の カ ウ ン テ ィ ン グにおける数の セ ッ ト毎 の 正答率

自抜 きの 丸 は 1 〜5 ，黒 く塗 りつ ぶ された丸 6 〜10の 数の セ ッ トに お ける カ ウ ン テ ィ ン グの 正 答率を示 し

て い る．
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皿．結　果

　本研究に おける見本合 わせ課 題の 正答率と音

声お よび書字 によるカ ウ ン テ ィ ン グの 正答率の

結果 を 、 A 児 の 結果 は Fig．1に 、　 B 児 の 結 果は

Fig．2に示 した 。 また 、　 A 児にお い て 数を任意

に 分類 した セ ッ ト （1 〜 3 、 4 〜 5 、 6 〜 8 、

9 〜10）毎の 見本合わせ課題お よび カ ウ ン テ ィ

ン グ の 正答率をFig．3に示 した 。　 Fig，4 に は 、　 B

児 におけ る数の セ ッ ト （1 〜 5，6〜10）毎の

見本合 わせ課題お よびカ ウ ン テ ィ ン グの正答率

を示 した 。
い ずれ の グ ラ フ にお い て も縦軸 は正

答率 、 横軸 はブ ロ ッ ク 数 を表 して い る 。 以下、

A 児お よび B 児に つ い て 、それ ぞれ結 果をわけ

て 記述する 。

　 1．A児の結果

　ベ ー
ス ラ イ ン   条件にお ける見本合わせ 課題

の 正答率は い ずれ もチ ャ ン ス レ ベ ル で あ り、 す

べ て の 試行に お い て ひ とつ の 数字 カ ー ド （「1 」）

を選択す る傾 向がみ られた 。 書字によるカウ ン

テ ィ ン グ  条件導入後 、 最初の 4 ブ ロ ッ クで は、

見本合 わせ 課題の 正答率は 20％ 〜40％ と低 い 値

で 安定 して 推移 した 。

・一
方で書字に よ る カウ ン

テ ィ ン グ の 正答 率は すべ て 100％ で あ っ た 。即

時 プ ロ ン プ トお よび プ ロ ン プ ト遅 延 条件で は、

即時プ ロ ン プ ト手続きは 6 ブ ロ ッ ク 、 プ ロ ンプ

ト遅延手続 きは 3 ブ ロ ッ クで 基準 を達成 した 。

こ れ らの プ ロ ンプ ト条件 での 見本合わせ 課題の

正 答率は 60％ 〜100％ の 値を推移 し、即時 プ ロ

ンプ ト条件 で は 6 ブ ロ ッ ク 中 4 ブ ロ ッ ク、プ ロ

ンプ ト遅延手続 き条件で は 3 ブ ロ ッ ク中 2 ブ ロ

ッ クが 100％ の 正 答率であ っ た 。 また 、 書字に

よ る カ ウ ン テ ィ ン グ の 正 答率は す べ て 100％で

あ っ た。即時プ ロ ン プ トお よ びプ ロ ン プ ト遅延

条件後 の 書字 に よるカ ウ ン テ ィ ン グ   条件で

は、カ ウ ン テ ィ ン グ、見本合わせ 課題 い ずれ の

正答率 も 2 ブ ロ ッ ク連続で 100％で あ っ た 。 そ

の 後の ベ ー
ス ラ イ ン  条件で は見本合わせ 課題

の 正 答率は 40％ か ら80％を推移 し、
ベ ース ラ イ

ン   条件に 比 べ 高い 正 答率が観 察 され た 。 特に

1 〜 3 まで の 数に 関 して は、ベ ース ライ ン  条

件の 6 ブ ロ ッ ク 中 4 ブ ロ ッ クで 100％ の 正 答率

で あ っ た。そ の 後、配列 B の ド ッ トを用 い た書

字に よる カウ ン テ ィ ン グ  条件で は、見本合 わ

せ 課題 の 正 答率は 60％ か ら100％の 高い 正答率

を推移 した もの の 、 2 ブ ロ ッ ク連続で 100％の

正 答率を得る まで に 8 ブ ロ ッ ク を要 した 。 同 じ

配列 を用 い た 1 〜 3 の 数の セ ッ トにお ける正 答

率は 8 ブ ロ ッ ク 中 7 ブ ロ ッ ク で 100％ の 正 答率

で あ っ た 。 しか し、配列が変わ っ た 4 〜 5の 数

の セ ッ トにおける正答率は 、 最後の 2 ブロ ッ ク

の み 100％ で あ っ た 。 書字に よる カ ウ ン テ ィ ン

グ の 正答 率は すべ て 100％で あ っ た 。 その 後の

ベ ース ラ イン   条件で は、見本合わせ 課題 の 正

答率は 20％、60％ と推移 し、ベ ース ラ イ ン   条

件と比 べ る と、若干低 い 値 が観察 され た 。 1 〜

3 ま で の 数 に 関 して も 、 正 答 率 は 33．3％ 、

100％で あ り、
ベ ース ライ ン   条件 と比 べ 不安

定で あ っ た 。 書字に よる カ ウ ン テ ィ ン グが未訓

練の 数 （6〜10）を用 い た ベ ー
ス ラ イ ン   条件

で は、見本合わせ課題の 正答率は40％ 、 20％の

チ ャ ン ス レ ベ ル で あ っ た 。 選択 の 傾向 は、ベ ー

ス ラ イ ン  条件 と同様 に 、 多 くの 試行で ひ とつ

の 数字 （「6」〉 を選ぶ 様子が み られた 。 書字に

よ る カ ウ ン テ ィ ン グ  条件で は、書字 に よる カ

ウ ン テ ィ ン グが 未訓練 の 数で ある に も関わ ら

ず、最初の ブ ロ ッ クか ら書字 に よる カ ウ ン テ ィ

ン グお よ び 見本合 わ せ 課 題 の 正 答 率 と もに

100％ の 値 が 2 ブ ロ ッ ク連続 して観 察 され た 。

ベ ース ラ イ ン   条件で は再 び見本合わせ 課題の

正 答率は チ ャ ン ス レ ベ ル に な り、選択 の 傾向も

ベ ー
ス ライ ン   条件 にお ける傾 向 と同様で あ っ

た 。 数の セ ッ ト毎の 正答率にお い て も、大きな

変化は観察され なか っ た 。

　 2．B児の結果

　ベ ース ラ イ ン   条件に お け る 見本合 わ せ 課

題 の 正 答率 は 、 カ ウ ン テ ィ ン グ修 正前 で 20％ 、

20％、30％の 低 い 値 を推移 した。カウ ン テ ィ ン

グ 修正後 の 見本合 わ せ 課題 も含め た正 答率は

60％ 、 70％ 、 90％ と上 昇傾 向が み られ た 。

一

方、音声による カ ウ ン テ ィ ン グ の 正 答率 は 20％ 、

10％、 0 ％ と低い 値か つ 減少傾 向が み られた 。

ベ ー
ス ラ イ ン   条件時の 様子 は 、 A 児 の よ うに
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知的障害児の ドッ ト
ー
数字の 見本 合わ せ にお け る書字 カ ウ ン テ ィ ン グ の 指導効果

数字カ
ー

ドの 選択が 1 種類 に偏る傾向は み られ

ず、自分な りの 音声に よる カ ウ ン テ ィ ン グ に基

づ い た選択 を行 う様子 がみ られ た 。 例 え ば、 3

の ドッ トに対して 「8 − 2 − 4 」と音声で カ ウ

ン テ ィ ン グ して 、 「4 」 の 数字 を選ぶ な どの 様

子がみ られ た 。 音声に よ る カ ウ ン テ ィ ン グ の 様

子 として は、 ドッ トの 数が小 さい 時は ドッ ト 1

つ 1 つ に対応 させ て カ ウ ン テ ィ ン グする こ とが

で きて い た 。 しか し、 ドッ トの 数が大 きくなる

と ドッ トを飛ば して数えて しまう様子 もみ られ

た 。 数字 カ ー ド選択 の 誤反応 にお い て は 、「6 」

と 「9」の 弁別で 間違 える様子 もみ られ た 。 書

字に よる カ ウ ン テ ィ ン グ  条件導入 後、最初の

ブロ ッ クで は90％ と高い 正答率で書字 に よる カ

ウ ン テ ィ ン グ を行 う様子 が み られ た 。 しか し、

続 く 3 ブ ロ ッ ク で は 、 音声に よ るカ ウ ン テ ィ ン

グ の 正答率 よ りは高 い もの の 、 40％〜50％の 低

い 値を推移 した 。 見本合 わ せ 課題の 正 答率 は 4

ブ ロ ッ ク とも100％で あ っ た 。 こ の 時 の 様子 と

し て 、 B 児は数字を正 し い 順番で 書 くこ とは あ

る程度出来 る もの の 、 1 か らカ ウ ン テ ィ ン グを

始める こ とに 困難 を示 して い る様子が観察 され

た 。 なぞ りプ ロ ン プ トを用 い る こ と に よ りこ れ

らの 問題が解決され る こ とが期待 された 。 なぞ

りプ ロ ン プ ト導入後は、書字に よる カ ウ ン テ ィ

ン グ の 正 答率は 40％ 〜70％ の値を推移 した 。 な

ぞ りプ ロ ン プ ト条件 を導入す る こ とに よ っ て 、

1〜 5 まで の小 さな数の セ ッ トにおける書字 に

よる カ ウ ン テ ィ ン グ の 正 答率は、上 昇傾向が 観

察され た 。13ブ ロ ッ ク で は 100％ の 正答率がみ

られた 。 しか し、 6 〜10まで の 大 きな数の セ ッ

トにお ける書字に よ る カ ウ ン テ ィ ン グ の 正答率

は安定せ ず、 0 ％ 〜80％ の 値を推移 した 。 見本

合 わせ 課題の 正 答率は 、90％ 〜100％ の 高 い 値

を推移 した 。 こ の 時 の 様子 と して 、B児は 6 の

カ ウ ン テ ィ ン グで頻繁に エ ラ
ーす る様子がみ ら

れ た。音声 プ ロ ン プ ト条件で は、B 児が 「5」

の カ ウ ン テ ィ ン グ を行 っ た 時に、指導者が こ れ

を音声 で フ ィ
ー ドバ ッ ク し 、 「次 は ？」 と次 の

カ ウ ン テ ィ ン グ を プ ロ ン プ トする こ とに よ り、

「5 → 6 」 の 系列 に つ い て の 学習 を促進こ とが

期待され た。間接音声プ ロ ン プ ト導入後、書字

に よる カ ウ ン テ ィ ン グ の 正答率 は80％ 〜100％

の 高い 値 を推移 した 。 最 後の 2 ブ ロ ッ ク で は

100％の 正答率が連続 して観察され た 。 こ の 間、

1〜 5 まで の 小 さな数の セ ッ トにお ける書字 に

よ る カ ウ ン テ ィ ン グ の 正 答率は 100％ を維持 し

て い た 。 6 〜10まで の 大 きな数の セ ッ トにお け

る書字に よ る カ ウ ン テ ィ ン グ の 正答率 で も上昇

傾 向がみ られた 。 見本合わせ課題の正答率はす

べ て の ブ ロ ッ クで 100％ で あ っ た 。 なぞ りプ ロ

ン プ トお よび 間接音声プ ロ ン プ ト撤去後 の 書字

に よる カ ウ ン テ ィ ン グ の 正答率は、撤去直後に

70 ％ と減少 した が 、そ の 後の 3 ブ ロ ッ ク で は

100％ 、90％、90％ と高い 値 を維持 した 。 また、

見本合わせ 課題 の 正 答率も90〜100％ の 高い 値

を維持 した 。 書字に よる カ ウ ン テ ィ ン グ と見本

合わせ課題の 正答率 い ずれ も高 い 値 を示 して い

たが 、 まだ安定した傾 向が み られ て い なか っ た 。

しか し、B 児が小学校 を卒業す る時期が迫 っ て

い た た め ベ ー
ス ラ イ ン   条件 を 1ブ ロ ッ ク行 っ

た 。
ベ ー

ス ライ ン   条件で は、見本合わせ 課題

の 正答率 は 、 カ ウ ン テ ィ ン グ修正 前で 60％ で あ

っ た 。 また 、カ ウ ン テ ィ ン グ修正 後の見本合わ

せ 課題 も含め た正 答率 は90％で あ っ た 。 音声に

よる カ ウ ン テ ィ ン グ の 正 答率 は70％で 、
ベ ース

ラ イ ン   条件 よ り上昇傾 向が認 め られ る もの

の 、書字に よる カ ウ ン テ ィ ン グ の 正答率 と比べ

る と減少 した 。
ベ ース ラ イ ン   条件中の 、音声

に よ る カ ウ ン テ ィ ン グ時の 様子 と して は、ベ ー

ス ラ イ ン   条件で は観察 され なか っ た、 ドッ ト

の 上 に数字 を指で 空書 きしなが ら数 える様子が

観察 され た。

】v．考 　察

　 1．本研究の ま とめ

　本研究 は 、 音声 に よる カウ ン テ ィ ン グ の 使用

が困難 な知的障害児 2 名に対 して 、 書字に よ る

カ ウ ン テ ィ ン グ の 指導 を行 っ た。 その 結果 、 書

字に よ る カ ウ ン テ ィ ン グ を行 うこ と に よ っ て 、

2 名 とも高い 正答率で ドッ トと数字 の 見本合わ

せ 課題 を行 うこ とが可能に な っ た 。 その 際、 2
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名 とも、書字 に よる カ ウ ン テ ィ ン グ条件で 見本

合わせ を正 し く行うため に は、課題分析 したス

キ ル の 困難に応 じた付加的な プ ロ ン プ トが必要

で あ っ た 。 A 児 にお い て は 、
　 A児が書字 に よ る

カウ ン テ ィ ン グを した直後 、 数字 を選択する
’
前

に、指導者が 最後の 数字を指さ しする即時プ ロ

ン プ トと、そ の プ ロ ン プ トの 提示 を徐 々 に遅 ら

せ て い くプ ロ ン プ ト遅 延手続 きが 有効 で あ っ

た 。 B 児 にお い て は 、 書字に よる カ ウ ン テ ィ ン

グ の 際 に 、 正 しい 順番で 書 くこ とが苦手な数字

に対して、事前になぞ りプ ロ ン プ トお よび 間接

音声プ ロ ン プ トを導入 す る こ とが 有効で あ っ

た。また、書字に よる カ ウ ン テ ィ ン グ を獲得す

る こ と で 、書字に よる カ ウ ン テ ィ ン グを行 わ な

い （B 児 で は，音声 に よる カ ウ ン テ ィ ン グ を行

う） ベ ース ライ ン条件 にお い て もい くつ か変化

が み ら れ た 。 A 児 で は 、 1 〜 3 の 数 に つ い て は

書字 に よる カ ウ ン テ ィ ン グ を行 わな くて も正 し

く見本合わせ を行 うこ とが 出来 る ブ ロ ッ クが不

安定なが ら見 られ る よ うに な っ た。B 児にお い

ては、ベ ー
ス ラ イ ン と比 べ

、 正 しく音声 に よる

カ ウ ン テ ィ ン グが 出来る割合 は増加 した。

　 2．課題分析の妥当性

　 本研究の 対象児 は、書字に よ る カ ウ ン テ ィ ン

グ導 入初期 や B 児の 最初 の音声に よる カ ウ ン テ

ィ ン グ時にお い て は、そ れ を機能す る形で 使用

す る こ とが 困難で あっ た。さ らに、その 困難の

内容 は、対象児それ ぞれ に お い て 異 な っ て い た 。

例 えば、A 児にお い て は 、書宇 に よ る カ ウ ン テ

ィ ン グ条件で最初か らカウ ン テ ィ ン グの 正答率

が 100％ で あ っ た 。 こ の こ とは 、 課 題分析 した

2 つ の ス キル の うち、 ド ッ ト 1 つ 1 つ に対応さ

せ て正 し い 順番で数字を書 くス キ ル 1 に つ い て

は事前に獲得 して い る
一
方、最後の 数字 と同

一

の 数字カ
ー

ドを選択す る ス キ ル 2 に つ い て は 困

難で ある こ とを示 して い る と考 えられた 。 B 児

にお い て は 、
ベ ース ライン条件の 音声に よる カ

ウ ン テ ィ ン グ時 に 、 ド ッ ト 1 つ 1 つ に正 しい 順

番で 数詞 を対応 させ る こ とが で きなか っ た。 し

か し 、 間違 えなが ら も最後に数えた数詞に対応

した数字は選択する こ とは で き、音声に よる カ

ウ ン テ ィ ン グ を修正 した後の 数字選択 の 正答率

も上昇傾向で あ っ た 。 さらに 、 書字 に よる カウ

ン テ ィ ン グ条件の 初期で は 、 書字 に よる カウン

テ ィ ン グ の 正 答率は低 い 値 を推移したが 、カ ウ

ン テ ィ ン グ 修正後の 数字 選択 は ほ ぼ 100％ で あ

っ た 。 こ れ ら の 事実 はA 児 とは逆 に 、 ス キ ル 2

に つ い て は事前 に獲得 して い た
一

方 、 ス キ ル 1

に つ い て は 困難 を示 して い る こ とが 考 え られ

た 。 本研究は これ らの 困難 に対 して、そ れぞ れ

の 獲得 を目的 とした指導を行 い
、 ドッ トと数字

の 見本合わ せ の 獲得が 促進 され た 。 こ れ らの 結

果は、本研究にお ける課題 分析の 妥当性が示 さ

れ た と考えられ る。また 、それ ぞ れ の ス キ ル の

指導にお い て 、 本研究の 対象児の 場合 、
エ ラ

ー

レ ス 学習 の 方略が有効で あ る こ とが示 された 。

特に、A 児に お い て は、初期の書字に よる カ ウ

ン テ ィ ン グ条件で 、数字 の 選択 を誤答 した 際 、

即時プ ロ ン プ トと同 じ、最後に 書い た 数字を指

さす プ ロ ン プ トを提示 して い るに も関わ らず学

習が み られ なか っ た 。 こ の 事実はエ ラ
ーレ ス 学

習 の 効果を示す もの で ある と考えられ る 、

　 3 ．書字に よ る カ ウン テ ィ ン グの 効果

　本研究の 対象児は音声に よる カウ ン テ ィ ン グ

の 指導を長 い 間行っ て きて い た が 、 獲得に 困難

が み られ て い た 。 以上 の ス キル の 指導に お い て、

書字 とい うモ ードが促進効果 を持 っ て い た可 能

性 が考 えられ る 。 例えば、ス キ ル 1 にお い て は、

音声モ ー
ド よ りも書字モ ー

ドの 方が カ ウ ン テ ィ

ン グ の プ ロ セ ス が視覚的 に残 る の で、数え重ね

や数え忘れな く一対一
に対応 させ る こ とや、正

しい 順番で系列を生成す る こ とに促進的に働 い

た可能性が ある 。 実際 、 B 児 にお い て 、 書字 に

よる カ ウ ン テ ィ ン グ の 正答率は 、 音声に よる カ

ウ ン テ ィ ン グの それ と比 べ 、初期 の 段 階か らよ

り高 い 値 を示 して い た 。 ス キ ル 2 にお い て は 、

A 児 の よ うな対象を指導す る際 に、書字に よる

カウ ン テ ィ ン グで は 「本児自身が 生成 した最後

の 数字」を直接プ ロ ン プ トで きる
一

方 、 音声 に

よる カ ウ ン テ ィ ン グ で は 「本児 自身が生成 した

最後の 数詞」 を直接 プ ロ ン プ トす る こ とは難 し

い 。 こ の よ うな違 い は重 度の 知的障害 を持 つ 対
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知的障害児 の ドッ ト
ー
数字の 見本合わせ に おけ る書字 カ ウ ン テ ィ ン グの 指導効果

象の 指導にお い て は大 きな違 い である と考え ら

れ る。

　 A 児にお い て は 、 指導 した 1 〜 5 の 数だ けで

なく、 今 まで指導 したこ との ない 6〜10の 数の

見本合わせ にお い て も効果的 に書字 に よる カ ウ

ン テ ィ ン グ を使用す る こ とがで きた 。 こ の 事実

は 、 書字 に よ る カ ウ ン テ ィ ン グ が般化 した ス キ

ル と して A 児 に獲得 された こ とを示 して い る 。

またB児の 最後 の ベ ース ライ ン にお い て は、音

声に よる カ ウ ン テ ィ ン グ をする際に、 ドッ ト上

に 数字 を空書 き しなが ら数 える 様子が み られ

た 。 こ れは 、B 児 が もの を数 える 際に 書字 に よ

る カウ ン テ ィ ン グ方略を機能的 に使用する こ と

を示 して い る と考 え られ る 。 これ ら の こ とは、

音声表出が困難で ある対象 や音声 に よるカウ ン

テ ィ ン グ の 学習が 困難 な対象にお い て 、 音声に

よる カ ウ ン テ ィ ン グ の 代替手段 として 、書字に

よる カ ウ ン テ ィ ン グを有効 に用 い る こ とが で き

る可 能性を示 して い る と考 えられ る 。

　 B 児で は、最後の ベ ー
ス ライ ン で、最初 の べ

一ス ライ ン よ りも、音声に よ る カ ウ ン テ ィ ン グ

の 正 答率 が上 昇 して い た。こ の 結果は 、先 に述

べ たよ うに書字カ ウ ン テ ィ ン グに よ る指導効果

が 、異なる モ ー ドで ある 音声に よる カ ウ ン テ ィ

ン グ に転移 した結果で ある可能性が 1 つ 考えら

れ る。 こ の よ うなモ ー ド間の 転移の 可能性 は、

書字 に よる カ ウ ン テ ィ ン グ に よる指導の 可能性

をさらに拡大する もの で ある。
つ ま り、モ ー

ド

間 の 転移が期待 で きる な ら 、 音声 に よる カ ウ ン

テ ィ ン グ の 困難に 対 して も、書字に よる カ ウ ン

テ ィ ン グ の 指導 を積極 的に用 い る こ とが で きる

と考え られ る 。 書字に よるカウ ン テ ィ ン グ の 視

覚的な明示性や 先に述 べ た よ うなプ ロ ン プ トの

しやす さを考え る と、特に重度の 知的障害を持

つ 対象に お い て は有効な指導方略で ある と考 え

られる 。 しか しなが ら本研 究にお い て はプ ロ
ー

ブの ブ ロ ッ ク数 は 1 で あ り、 明確 な転移 の 有無

は 明 らか で は ない 。 また プ ロ ーブ に お い て 、B

児が 指で ド ッ ト上に数字の 空書 きを行 っ て い た

こ とや 、 書字に よる カ ウ ン テ ィ ン グ中に音声に

よ る カ ウ ン テ ィ ン グ を行う様子 もみ られたこ と

か ら 、 こ れ ら の 促進効果が純粋 に モ ー
ド問の 転

移 に よる もの で はな い 可能性 も同様 に考え られ

る 。

　 本研究の デザ イ ン は様々 な カ ウ ン テ ィ ン グ の

指導法の 効果 に つ い て 比較検討す るもの ではな

い 。 従 っ て 、 他 の 指導法 と比べ 、書字に よる カ

ウ ン テ ィ ン グや付加的な プ ロ ン プ トが効果的で

あるか どうか は、本研究 の デ ザ イ ン で は明確に

す る こ とはで きない 。 本当に 「書字モ ー
ド1 に

お け る指導が効果的か どうか は今後の 検討が 必

要で ある 。

　 4 ．本研究および今後の 課題

　 本研 究 にお い て は い くつ か課題 も考え られ

る 。 1 つ め として は、数概念の 指導にお ける本

研 究 で 指 導 した ス キ ル の 妥 当性 で あ る 。 熊谷

（2007 ＞は 、 本研究 で 指 導 した よ うなス キ ル

（「1対 1対応の 原理」「安定順序の 原理」 「基数

の 原理」） の 理 解を既 に獲得 して い る対象に お

い て も、数に対応 した長 さ の 線を書 くこ とがで

きな い （つ ま り、 連続量 に対 して は数を対応で

きない ）事例 を紹介 して い る 。 また Wynn （1992）

は、Gelman＆ Gallistel（1978）の 原理を満た し

て い る子 ど もで も、 「〜個 ち ょ うだ い 」 と い う

課題がで きない 子 ど もが い る こ と を指摘 して い

る 。 従 っ て、本研究にお い て 指導 した ス キ ル の

妥当性 の 有無 に つ い て は、様 々 な数量概念 につ

い て の 測度 にお い て 検討 され る必要があ り、今

後の 課題で ある と考え られ る 。

　 2つ め は課題の 設定に つ い て で ある。本研究

で は比較刺激 （数字）の 提示位置がす べ て の 指

導期間にお い て固 定 されて い た 。

’
ベ ース ライン

条件に比 べ 、書字に よる カウ ン テ ィ ン グ条件で

見本合わせ課題 の 正答率が上昇して い る （つ ま

り、自分で 書 い た 数字の 有無 に よ り正答率が変

化 し て い る） こ とか ら、数字以 外 の 刺 激次元

（例 えば ドッ トの 配列 と選択肢の 位置の 対応な

ど）の み を手が か りに して 比較刺激 を選択 して

い た可 能性は低い と考え られ るが、位置の 固定

が ス キ ル の 獲得に何か しらの 効果 をお よ ぼ した

可能性に つ い て 本研 究で は否定で きない 。また、

本研究で は 、 数える対象が ド ッ トの み で、配列
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高橋 　甲介
・
野呂　文行

パ タ ーン の 種類 も少な か っ た 。 従っ て 、本研究

で獲得 したス キル が指導 で 用 い た ドッ トや配列

パ タ
ーン の み に 限定 されて い る可能性 が ある 。

以 上 の こ とか ら、課題設定 として、比較刺激 の

位置 を試行や ブ ロ ッ ク毎 に ラ ン ダ ム に した り、

指導後 に様 々 な対象や 配列に つ い て ス キ ル の 般

化を検討 した り、指導中で あ っ て も様 々 な対象

や配列で 練習を行 うな どの 対応が今後必要で あ

ろ う 。

　 3 つ め は 2 つ め に も関連するが 、 書字 に よる

カ ウ ン テ ィ ン グ に おける 指導効果が音声に よる

カ ウ ン テ ィ ン グ に 転移する かに つ い て の 検討で

ある 。 本研究で は、時間的 な制約 の た め、 1 ブ

ロ ッ ク しか検討 を行 うこ とがで きなか っ た。明

確な結論を述 べ るため には、よ り長い 期 間観察

する必 要や よ り明確な研究デ ザ イン で 検討す る

必要があろ うe

V ．引用文献

赤塚め ぐみ ・上 野敬子
・高橋久美 ・

小池敏英 （2006）

　重度知的障害 児 に お け る 初 期数量操作の 発達支

　援プ ロ グ ラ ム ．東京学芸大学紀要総合教育科学

　系，57，　171−180．

赤塚め ぐみ （2007） コ ラ ム 重 度知的障害児 の 「か

　ず 」 の 学 習 ，東 京学芸 大学特別支援科学講座

　（編）， イ ン ク ル ージ ョ ン 時代 の 障害理解 と障害発

　達支援 ．日本文化科学社，56．

Camos
，
　V ．＆ Freeman ，　F．（2001） Counting　in　mentally

　retarded 　adolescents ．　In　S．　P．　Shohov （Ed），
　Advances

　in　pSychologソ　research 　vol．　12．　Nova　Science　Publishers，

　 New 　York，　67−87．

Etzel
，
　B ．　C ．＆ LeBlanc ，　J．　M ．（1979） The　simplest

　treatment　alternative ： the　law　of　parsimony　applied

　to　choosing 　apPropriate 　instructional　control 　and

　 errorless −1eaming　procedures　for　the　difficult−to−teach

　 child 　Journal 　of 　Autism 　and 　Developmental

　Disorders
，
9（4），

361−382，

Gast，　D ．　L ，　VanBjervliet，　A ．＆ Spradlin，」．　E．（1979）

　Teaching 　number −word 　equivalence ： Astudy 　of

　t「ansfer ・American 　Journal　of 　Mental 　l）eficiency ，83，

　 524−527．

Gelman ，　R ．＆ Gallistel，　C ．　R．（1978）The　child
’
s

　 understanding 　qブnumber ．　Harvard　University　Press
，

　 Cambridge，　Massachusetts，　and 　London，　England．

小林芳郎
・
中 島実共 訳 （1989 ）数 の 発達 心 理 学 ：

　子 どもの数の 理 解，田研出版株式会社，79−90．

次 良丸 睦子 （1995 ）幼 児 の 数概念 に関す る 文 献展

　望 （1）：数概 念の 発達，数の 保存，計数．筑波大

　学医療技術短期大学部研究報告
，
16

，
1−10．

熊 谷恵子 （2007 ）学 習障害児 の 数量概念 の 理 解度

　を測定す る 手法に つ い て の 基礎 的研究．LD 研究

　 16（3），312−322．

Matson，　J．，　Sevin，工 A ．，　Fridley，　D ．，＆ Love，　S．　R 　（1990）

　 increasing　 spontaneous 　language　in　three 　 autistic

　 children ，　Jo配rnal　of ！4pplied　Behavior　Ana！ysis，
23

，

　 227−233．

野 呂文行
・
山本淳

一 ・加 藤哲文 （1992） 自閉症児

　 に お ける コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン ・モ

ー
ドの 選択 に

　 及 ぼ す要 因 の 分析
一

サ イ ン ・書字 ・音声 の 機能

　 的使用 の た め の 訓練プ ロ グ ラ ム ー．特殊教育学

　研究，30（1），25−35．

Spradin
，
　J．　E．　Cotter，　V ．　W ．，　Stevens，　C，，＆ Friedman，　M ．

　 （1984）Performance　of 　Mentally　Retarded　Children

　 on 　Pre−Arithmetic　Tasks．　American　Journal　of　Mental

　 Deficiency，78（4），397−403．

寺田晃 （1967 ）精神薄弱 児 に お け る 数概念 の 発達

　 に関する研究 ：同一MA の正常児との 比較．教育

　心 理学研究，15（1），11−20．

柘植雅義 （1996） 自閉症状の ある 精神遅滞児 の 刺

　 激等価性の枠組み に よ る数概念の 形成 と維持 ・般

　化．国立特殊教育総合研究所研 究紀要 ，
23，　1−12．

Wynn ，　K ．（1992）Children’s　acquisition 　of 　the　number

　 words 　and 　the　counting 　system 　Gognitive　Psychologソ，

　 24，220−251．

　　　　 2008 ．8．31 受稿、2008．12．27 受理 一

一 184一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Association  ofDisability  Sciences,  Japan

J. J. Disa. Sci. 33, l73 - 185, 2009

Effbcts of  Counting by Writing  Figures to Conduct  Dot-figure Matching-to-sample

                  in Children with  Intelleetual Disability.

Kosuke  TAKAHASHI  and  Fumiyuki NORO

  The two girls with  intellectual disability who  had difficulty in counting  the number  ofdots  verbally

were  instmcted to count  these  dots by writing  figures. The perforrnance of  dots-figure matching-to-

sample  was  examined  to assess  whether  the counting  by  writing  figures promoted  the choice  of  figure

which  was  corresponding  with  the number  of  dot. Several prompting procedures were  needed  for both

girls to promote the matching  perfbrrnance with  the counting  by writing  figures: In child  A, for exarn-

ple, experimenter  pointed the last figure that she wrote  in counting  before she  choose  figure, After she

could  choose  the figure correctly,  the  pointing prompts were  faded out.  In child  B, several  figures

which  she  had mistakes  repeatedly  in her counting  by writing  figures were  printed in advance.  The ef

fect ofcounting  by writing  figures, prompting procedures, and  task analysis  were  diseussed.

Key  Words:  counting,  matching-to-sample,  intellectual disability
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